














































































和 31 年 4 月創刊号より、63 号まで／欠号あり）
（2）基礎資料の収集時期


















































































〇通巻 13 号（昭和 32 年 4 月）：「子どもが本を
よく読むようになるには」（コードA・F）「新入
学児童・生徒の親の心得帳」（コードD・F）
〇通巻 14 号（昭和 32 年 5 月）：「よい友だち・わ
るい友だち」（コードC・E）「わが子の勉強仲間
と遊び仲間」（コードA・E・F）
〇通巻 15 号（昭和 32 年 6 月）」：「親孝行と愛国
心―親の考え・子どもの意見」（コードC・F）
〇通巻 16 号（昭和 32 年 7 月）：「家庭での学科
の指導」（コードA・B・F）「家庭教育のポイン
ト」（コードA・F）
〇通巻 17 号（昭和 32 年 8 月）：「夏休みのオー
ル心得集」（コードF）「1年生のチィチィパッパ
座談会」（コードF）
〇通巻 18 号（昭和 32 年 9 月）：「科学性の芽を
のばすには」（コードA・B）「子どもの座談会―
将来は何になりたい？」（コードE・F）
〇通巻 19 号（昭和 32 年 10 月）：「本と子ども」
（コードF）「通知表診断室」（コードD）
〇通巻 20 号（昭和 32 年 11 月）：「子どもの基礎
学力」（コードA・B）
〇通巻 21 号（昭和 32 年 12 月）：「PTA活動の
ABC」（コードD）
〇通巻 22 号（昭和 33 年 1 月）：「これからの道
徳教育」（コードC）
〇通巻 23 号（昭和 33 年 2 月）：「子どもの道徳・
おとなの道徳」（コードC）
〇通巻 24 号（昭和 33 年 3 月）：「家庭でしつけ
る作法 20 か条」（コードC・F）
〇通巻 25 号（昭和 33 年 4 月）：「子どもの “ 遊
び ”」（コードE）





〇通巻 27 号（昭和 33 年 6 月）：「（性発達の心理）
男の子と女の子」（コード E）「（学科の手引き）
家庭では作文をどう導くか」（コードF）
〇通巻 28 号（昭和 33 年 7 月）：「先生の通知表」
（コードD）「宿題のすべて」（コードD・F）
〇通巻 29 号（昭和 33 年 8 月）：「親の夏休み対
策」（コードF）
〇通巻 30号（昭和 33年 9月）：「家庭の環境と子
どもの性格」（創刊 30号記念特集）（コードE・F）
〇通巻 31 号（昭和 33 年 10 月）：「子どものモラ
ルはどう変わったか」（コードC）「宿題の効果的
なやらせ方」（コードF）
〇通巻 32 号（昭和 33 年 11 月）：「これからの学
校教育はどう変わる」（コードD）
〇通巻 33 号（昭和 33 年 12 月）：「“道徳時間 ”を
参観する」（コードC）
〇通巻 34 号（昭和 34 年 1 月）：「わが子の教育
はうまくいっているか―勤評・道徳教育・学力・
進学の課題等と親の願い―」（コードA・C・F）
〇通巻 35 号（昭和 34 年 2 月）：「子どもの将来
と進学の問題」（コードA・F）
〇通巻 36 号～ 52 号（未収集による欠号）
〇通巻 53 号（昭和 35 年 8 月）：「教科書―これ
をどう考えたらよいか―」（コードD）
〇通巻 54 号（昭和 35 年 9 月）：「セックス・ゼ
ロ・アワー（小・中学生の性報告書）」（コード
C・E）
〇通巻 55 号（昭和 35 年 10 月）：「家庭教育論」
（コードF）
〇通巻 56 号（昭和 35 年 11 月）：「〇×式テスト
から論文体テストへ」（コードA・D）
〇通巻 57 号（昭和 35 年 12 月）：「テストと勉強」
（コードA・B）





〇通巻 59 号（昭和 36 年 2 月）：「競争の教育」
（コードA）
〇通巻 60 号（未収集による欠号）
〇通巻 61 号（昭和 36 年 4 月）：「6才ではおそす
ぎる？」（コードE）
〇通巻 62 号（昭和 36 年 5 月）：「先細りしてい
く “学力 ”」（コードA）






























































































































































































































































「通巻 22 号」（昭和 33 年 1 月）「通巻 23 号」（昭





































「通巻 32 号」（昭和 33 年 11 月）「通巻 53 号」





































































































































































































〇昭和 37（1962）年：東京世界初 1000 万人都
市／国立がんセンター設立／ヨット太平洋単独
横断成功／戦後初国産飛行機YS11試験飛行成功
〇昭和 38（1963）年：大阪駅前日本初の横断歩
道橋の完成／黒四ダム完成／日米間宇宙中継受
信成功（ケネディ暗殺）
〇昭和 39（1964）年：日本がOECDに加盟／富
士山頂気象レーダー完成／東海道新幹線開通／
東京オリンピック開催／家庭用ビデオテープレ
コーダー発売
〇昭和 40（1965）年：ソ連宇宙飛行士宇宙遊泳
成功／家永教科書裁判／初の「コンピューター
白書」
団塊世代の子どもは、このような激動の社会
変化の中で、小学校児童や中学校生徒として、学
校教育を受けてきた。このような社会変化は、学
校教育や家庭教育とは、無縁ではない。雑誌「家
庭教育」は、現実を敏感に受け止め、その後も
続くことになるのであろう社会変化の勢いの中
を歩む児童・生徒に、保護者に、そして学校教
師に、具体的な方向性を示している。少々では
へこたれない子どもたちのこれからの歩みへの
メッセージなりエールを送る装置であったとも
受け止められる。
5．おわりに
本稿では、「団塊世代」の児童期を中心に、雑
誌「家庭教育」の組み込まれている特集の論説
を中心に、彼らが受けた教育の主流を素描した。
筆者である田中自身が昭和 22 年生まれの「団塊
世代」であり、本稿は、自身の学校教育ヒスト
リー的な取りまとめになっているところがある
ことは否めない。
「団塊世代」は、生涯にわたってライフステー
ジの狭間にある。上世代からは煙たがられ、下
世代からは批判的な眼差し、謗りを受けたりす
る。上からも下からも、さりげなく圧力が伝わっ
てくる。そのためなのか、他世代の人たちとの
交わりには用心深いところがある。同世代の出
会いに対しても、用心深い。これが、「団塊世代」
のキャラクターなのであろうか。7）
それぞれの世代には、固有な社会状況があり、
学校文化があることは言うまでもない。例えば、
「ゆとり世代」にあっては、その世代の学校期に
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おける「基礎学力」が焦点化されることもある。
それぞれの世代の人たちは、自分の世代をどの
ように受け止めているのであろうか。
本稿では、同世代間のシナジー論を緩やかに
潜在させながら、雑誌「家庭教育」にあるキー
ワードを手がかりに、世代論を試みてきた。世
代論は、思わず知らず情緒的・感覚的な印象を
持ち込むこともある。
幼児期の教育・保育の重要性が解き明かされ、
強調され、公的にも示されている。「生涯にわた
る人格形成の基礎を培う」とする受け止めは、
「教育基本法」「学校教育法」において、明示さ
れているところである。こうした観点からも、
「幼児期の生活」「幼児期の環境」「幼児期の教育・
保育」「幼児期における人たちとの出会い」は、
良くも悪くも、未来を歩む子どもの行く末に大
なり小なりのつながりはありそうである。こう
した、視座を、本稿では研究の下地としながら
の「団塊世代」に限定した論究であった。今後
も、「幼児期」が、どのようなシナジーとしての
装置になるのかについて、追究することとした
い。
注
１）田中亨胤「団塊世代の児童が受けた家庭教育論（Ⅰ）
―雑誌『家庭教育』の特集を通覧して―」近大姫路
大学人文学・人権教育研究所『翰苑』（168-180 頁）、
vol.3、2015
２）なお、これらの重点化のコードを、各通巻号にプロッ
トすると、本稿の、「（4）①「特集タイトル」の変
遷」に示す通りである。
３）団塊世代児童の、中学校や小学校同窓会では、「成績
の貼り出し」は話題となっている。「できる子」「で
きない子」などのレイベリングが、懐かしく語られ
ている。
４）この時期の「全国学力テスト」をめぐっては、愛媛
県や北海道をはじめとして、全国各地で「学テ」裁
判が行われている。「全国学力テスト」は、社会状況
の変化、PISA の結果などを受けて、その在り方に
課題を含みつつ、断続的に実施されている。
５）「学習指導要領」（昭和 33 年告示）は、告示により、
法的拘束力を有するとの示し方になった。「系統性」
を強調する教育課程の基準が示された。
６）広島大学教官、岡山大学教官の積極的な雑誌「家庭
教育」への協力・参画が見られる。座談会記録、論
説、エッセイ、保護者への回答など、編集企画内容
にその名を連ねている。例えば、次のような論客者
である。いずれの方も、教育愛を持って、教育研究
や実践などの教育界をリードした人たちである。
 参画者：末吉悌次・新堀道也・佐藤正夫・石堂豊・
吉本均・山本多喜司・古浦一郎・荘司雅子・名和弘
彦・田代高英・酒井行雄・高木貫一・阿部余四男・
杉谷雅文・吉岡一郎・今掘誠二・松永信一・村上忠
敬・川地理策・池田勝人・岸本幸次郎・三好稔ほか
多数（広島大学関係者）／広島大学関係者以外から
の参画者も多数：羽仁説子・周郷博・滑川道夫・小
川太郎・秋山和夫ほか
７）このような感じ取りは、次の貴重な回顧録において、
確かめることができた。ペンネームの田月隆治氏（田
中の出身高等学校の同期）には、感謝する。資料：
田月隆治『回生』近代文藝社、2012 年
